
分野 専門分野 科目名 看護学概論

時間 30時間 開講時期 1年次（前期）

講師名 専任教員

科目目標

１．看護の本質を理解し、看護とは何かを理解できる。
２．人間に対する見方、考え方を学び、看護の対象である人間を総合的に理解できる。
３．健康と生涯、生活の関係を理解できる。
４．わが国における資格免許と養成制度の歴史、他職者との業務分担に関する問題点と課題について理解
　　できる。
５．医療・看護をめぐる倫理原則を理解し、倫理的問題や倫理的ジレンマの解決にどのように取り組むべき
　　か理解できる。
６．看護サービスの管理について、その対象や組織、リーダーシップの概要とともに理解できる。
７．国際看護活動の展開と日本に在留する外国人への看護の実際を理解できる。
８．災害看護の活動について理解できる。

講義形態 ①講義・演習

【評価】

学科試験　筆記；100点をもって満点、60点をもって合格とし、60点未満を不合格とする

実務経験教員による
授業の概要

看護師の実務経験を持つ教員が、看護の変遷、看護の本質と看護師の役割りについ
て講義・演習を行う。

講義内容

１．看護の本質
２．看護の対象の理解
３．国民の健康状態と生活
４．看護の提供者
５．看護における倫理
６．看護の提供のしくみ
７．広がる看護の活動領域
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